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気軽に読める福祉の情報誌
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表紙-視覚に障がいのある方への支援「手引き講習会」
成年後見制度利用促進に係る中核機関
防災の日、備蓄品一覧
やってみよう手話、各種周知
社会福祉大会、法律相談

社会福祉法人　雲仙市社会福祉協議会

先
ほ
ど
食
べ
た
フ
ラ
イ
の
半
分
が
行
方
不
明…

こ
こ
に
あ
る
は
ず
の
シ
ュ
ー
マ
イ
が
行
方
不
明…

摘
ま
ん
だ
は
ず
の
箸
に
は
く
っ
つ
い
た
ひ
じ
き
の
み…

「
食
事
」
が
「
修
行
」
に
感
じ
た
数
分
間…

『
私
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
』
を
知
っ
た
。

そ
ん
な
「
手
引
き
講
習
会
」
の
記
事
は
６
頁
に
掲
載
。

本会広報誌「にじ」は、皆さんからの会費、寄附金や赤い羽根共同募金の助成金を活用しています。
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知っていますか？

「成年後見制度」
～あなたの暮らしと
　　権利を守るしくみ～

成年後見制度に関する

相談窓口
雲仙市社会福祉協議会

0957-37-2855

★「
中
核
機
関
」
の

　
　
　

主
な
役
割

①
普
及
・
啓
発

②
相
談
対
応

③
利
用
促
進

④
後
見
人
の
支
援

「
な
ん
と
な
く

　

心
配
な
こ
と
」
の

　
　
　
　
　

解
決
策

「
成
年
後
見
制
度
」

　

「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知
症
や

障
が
い
な
ど
で
自
分
で
判
断
す
る
こ

と
が
難
し
い
方
の
「
権
利
と
財
産
を

守
り
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
」

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
法
律
に
よ
り
権
限
を
与
え

ら
れ
た
成
年
後
見
人
等
が
、
本
人
に

代
わ
っ
て
、
預
貯
金
の
管
理
、
介
護
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
な
ど
の

契
約
手
続
き
、
悪
質
な
契
約
の
取
り

消
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

制
度
に
は
、
す
で
に
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
法

定
後
見
制
度
」
と
、
将
来
に
備
え
て

事
前
に
契
約
を
結
ん
で
お
く
「
任
意

後
見
制
度
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
ま
ず
は
相
談

　
　

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
相

　

談
く
だ
さ
い
。

　
　

「
成
年
後
見
制
度
」
に
関
す
る
市

　

民
の
皆
様
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

　
　

ご
相
談
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

　

ご
家
族
や
民
生
委
員
、
自
治
会
長

　

等
ど
な
た
か
ら
で
も
対
応
し
ま
す
。

②
状
況
の
整
理
と
ア
ド
バ
イ
ス

　
　

専
門
の
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、

　

状
況
を
整
理
し
、
制
度
の
利
用
が

　

必
要
か
ど
う
か
も
含
め
て
一
緒
に

　

考
え
ま
す
。

③
申
し
立
て
の
助
言

　

制
度
の
利
用
に
は
裁
判
所
へ
の
申

し
立
て
が
必
要
で
す
。
提
出
に
必
要

な
資
料
の
確
認
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

裁
判
所
が
本
人
の
状
態
や
資
産
の

状
況
、
人
間
関
係
な
ど
を
考
慮
し
て

選
考
・
選
任
し
た
人
で
、
次
の
よ
う

な
人
か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
。

▼
法
人
後
見
人

　

→
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ

　
　

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体

▼
専
門
職
後
見
人

　

→
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専

　
　

門
家

▼
親
族
後
見
人

　

→
本
人
の
配
偶
者
や
子
ど
も
、
兄

　
　

弟
姉
妹
な
ど

▼
市
民
後
見
人

　

→
一
定
の
研
修
を
受
け
知
識
等
を

　
　

備
え
た
一
般
の
市
民

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
成

年
後
見
制
度
中
核
機
関
」
と
し
て
市

民
の
皆
様
が
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い

し
ま
す
。

「暮らしに
　　そっと寄り添う

　　　　　　　安心を」

「
な
ん
と
な
く

　
　
　

心
配
」
か
ら

「
利
用
」
ま
で

「
成
年
後
見
人
」

ど
ん
な
人
？

ご本人の意思を尊重しながら、
いつまでも安心して暮らせるように

お手伝いします。
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仲
間

を
つ
な
ぐ

うんぜん

　

本
会
が
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強

化
事
業
の
一
環
で
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ

う
ん
ぜ
ん
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら

食
材
等
を
提
供
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の

で
紹
介
し
ま
す
。

令
和
８
年
６
月
～
７
月

◇ 

平
野
唯
弘　

様

◇ 

大
町
祐
子　

様

◇ 

Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

様

◇ 

株
式
会
社
ア
ム
ザ　

様

◇ 

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　

様

◇ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
吾
妻
店　

様

◇ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
愛
野
店　

様

◇ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
小
浜
北
野
店　

様

◇ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
小
浜
マ
リ
ー
ナ
店　

様

◇ 

安
勝
寺　

様
（
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
）

◇ Amazon

「
み
ん
な
で
応
援

　
　　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
協
力
者　

様

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

「
地
域
食
堂
あ
な
た
の
知
ら
な
い
レ
ス
ト

ラ
ン
」
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
地
域
食
堂
で
す
。

食
事
を
囲
み
な
が
ら
世
代
を
超
え
た
交
流

を
楽
し
み
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〔
現
在
の
予
定
〕

▼
令
和
８
年
９
月
26
日
（
土
）

　
　

瑞
穂
町
公
民
館

▼
令
和
８
年
11
月
８
日
（
日
）

　
　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

※

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
に
ご
協
力
い
た

　

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

　

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

〔
問
合
せ
先
〕

　
　
　

事
業
企
画
課

　
　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

み
ん
な
の
居
場
所
創
設
支
援

あ
な
た
の
知
ら
な
い

　　　　　　　
レ
ス
ト
ラ
ン

Even if I knew that tomorrow the world would go to pieces,
 I would still plant my apple tree.

食事提供時間

11:00 ～ 14:00

食
SYOKU

ここは「居場所」
話をする場所

今回も笑顔溢れる「居場所」

メニューは
カレーライス

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
が
何
に
使
わ
れ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
事
業
に
活
用
さ
れ
た
の
か
、

赤
い
羽
根
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
は
ね
っ
と
」
で

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　令和 7年度、 皆様からお預かりし

た赤い羽根共同募金は、 6,642,059

円でした。

　お寄せいただいた募金のうち、 約

63％にあたる 4,190,000 円が次年度

（令和 8年度） に雲仙市社会福祉

協議会へ助成され、 各種地域福祉

活動に活用されます。

子どもたちを対象として活用

高齢者や障がいのある方を対象として活用

地域の福祉育成を対象として活用

夏祭り等への助成ワークキャンプ
簡易ベッド組立

共同募金は、 こんなことに
　　　　　使われて活用しています。

赤い羽根データベース

「はねっと」

https://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
者
育
成
研
修

被
災
地
で
わ
た
し
に
も
で
き
る
こ
と

▼
日
時
　
令
和
８
年
９
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
00
分
～
12
時
00
分

▼
場
所　

愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　

運
営
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
　
　

育
成

　
　
　
　

※

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能

▼
申
込　

電
話
及
びWEB

か
ら

▼
問
い
合
せ
先

　
　
　
　

事
業
企
画
課

　
　
　
　

37-

２
８
５
５ 

　

作
業
前
の
養
生
の
必
要
性
を
知
る

　

今
以
上
に
現
場
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
や
雑
巾

等
を
使
っ
て
床
上
部

分
や
廊
下
等
の
養
生

（
保
護
）
を
し
っ
か
り

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
の
撤
去
方
法
を
知
る

　

床
下
の
侵
入
口
を
確
保
し
、
必
要
に

応
じ
て
床
板
を
取
り
外
し
て
土
砂
を
掻

き
出
し
ま
す
。
床
下
に
水
が
残
っ
て
い

る
場
合
は
、
バ
ケ
ツ
や
ポ
ン
プ
で
排
水

し
て
か
ら
土
砂
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　

清
掃
の
必
要
性
を
知
る

　

水
害
時
に
流
れ
込
む
水
は
汚
物
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
感
染
症
の
原

因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
床
下
は
汚
れ
を
落
と
し
必
要
に
応
じ

て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
湿
気
を

残
さ
な
い
よ
う
、
送

風
機
で
十
分
に
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

1

234

防
災
サ
バ
イ
バ
ル

　　　　
キ
ャ
ン
プ
案
内

自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
た
め
の

体
験
型
訓
練

▼
日
時
　
令
和
８
年
11
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
11
月
８
日
（
日
）

▼
場
所　

雲
仙
市
愛
野
体
育
館

▼
内
容
　
一
泊
二
日
の
宿
泊
を
通
し
て
、

　
　
　
　

避
難
所
の
運
営
や
炊
き
出
し
訓

　
　
　
　

練
等
の
「
防
災
訓
練
」
を
体
験

　
　
　
　

し
ま
し
ょ
う
。

▼
申
込　

電
話
及
びWEB

か
ら

▼
問
い
合
せ
先

　
　
　
　

事
業
企
画
課

　
　
　
　

37-

２
８
５
５ 

大
雨
で
自
宅
が

浸
水
し
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
を
知
る
。

災害って

いつ起こるか

わからないものだから…

9 月 1 日は「防災の日」
～もしもの時に備えよう～

大
切

わ
た
し
の
「
ぼ
う
さ
い
」
ノ
ー
ト

こ
の
度
の
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
と
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
時
、

　
　
　
　
　
　

ま
ず
や
る
こ
と
。

ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い

雲
仙
市
の
サ
イ
ト
内
に
、

WEB

版
防
災
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

- 命を守る -

雲仙市 WEB 版防災マップ

- 写真提供 -

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
愛・知・人
九州支部

様

　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
台
風
の
多
い
季

　
　
　
　

節
を
迎
え
ま
す
が
、
近
年
で

　
　
　
　

は
台
風
だ
け
で
な
く
、
線
状

　
　
　
　

降
水
帯
等
に
よ
る
水
害
も
多

　
　
　
　

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
大

　
　
　
　

雨
に
よ
る
災
害
は
、
大
規
模

　
　
　
　

か
つ
広
域
的
に
発
生
し
て
お

り
、
毎
年
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、

浸
水
被
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
雨
等
で
自
宅
が
浸
水
し

て
し
ま
っ
た
時
に
、
確
認
・
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

床
下
点
検
の
必
要
性
を
知
る

　

災
害
時
は
見
え
る
範
囲
で
判
断
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
見
え
る

所
よ
り
見
え
な
い
所
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
後
に
な
っ
て
床

下
か
ら
の
湿
気
や
細
菌
等
に
よ
り
体
調

に
異
変
を
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
平
時
か
ら
自
分
の

家
の
床
下
が
普
段
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
元
の
状
態
を
知
っ
て
お
か
な
い

と
、
ど
こ
ま
で
作
業
を
す
べ
き
か
わ
か

ら
な
い
で
す
よ
ね
。

養生（保護）完成床下作業

災害は様々で、

どの災害も

　身近なもの。

災害毎の避難所

考えたこと

　　ありますか。

①身の安全の確保
②揺れが収まったら
　出口の確保と火の
　元の確認
③落ち着いて安全な
　場所へ避難

https://customform.jp/form/input/250470
https://customform.jp/form/input/252316
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大きな災害が発生すると、電気・水道・
ガス等が止まってしまうかもしれま
せん。そんな時のために事前に必要
な物を準備しておくことが大切です。
災害が発生した「その時」のために、
以下のものを、自分や家族の状況に
合わせて準備しておくことをお勧め
します。
各項目の隣の□に準備しているもの
には✓を入れて、少しずつ備えてい
きませんか。
一例を紹介します。
本会ホームページに掲示用のチェッ
クリストを公開しています。お部屋
の壁に掲示して、年に一度でも確認
しませんか。

☆食事に関する物☆
□ 食べる物
□ 飲み水
□ 鍋
□ 箸
□ 紙コップ
□ 皿
□ フォーク
□ スプーン
□ 携帯用ガスコンロ
□ 予備カートリッジ
□ ラップ
□ お菓子等
□ 粉ミルク
□ 哺乳瓶（使い捨て）

☆生活に関する物☆
□ 簡易トイレ
□ タオル
□ バスタオル
□ 歯ブラシ
□ 歯磨き粉
□ ライト類
□ 充電器等

□ 乾電池
□ レインコート
□ ロープ
□ 軍手
□ 布製ガムテープ
□ 保温シート
□ ヘルメット等
□ カイロ
□ ライター等
□ 靴
□ 防犯ブザー
□ 筆記用具等
□ ブランケット等
□ 眼鏡
□ ペット用品

☆医薬品等☆
□ 家族のお薬
□ 絆創膏
□ 包帯
□ ガーゼ
□ 消毒液

☆貴重品等☆
□ 健康保険証写し等
□ 家・車の予備鍵

☆衛生用品☆
□ ウェットティッシュ
□ 石鹸等
□ ティッシュペーパー
□ 衣類等
□ ビニール袋等
□ 紙おむつ
□ おしり拭き
□ マスク
□ 歯ブラシ

☆一緒に持ち出す物☆
□ 通帳
□ 現金
□ マイナンバーカード
□ 運転免許証
□ 診察券等

災
害
発
生
時
に

命
を
守
る
た
め
の

「
備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

災
害
発
生
時
に

命
を
守
る
た
め
の

「
備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

自分の命を
そして、大切な人の命を守るために…

DENGEN

TABEMONO

ROPE
HELMET

MILK

MASK

HABURASHI

MEGANE

KUSURI
KONRO



やってみよう！手話！～みなさんも「手話」にチャレンジしてみませんか～

№
53
№
53

№
54
№
54

名前
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①片手親指と人差し指をつけた状態で構え、
　指を離しながら下におろす
②右手の人差し指と親指の先をつけ、
　上から下へ移動させながら、
　開いて再びくっつける。

☆漢字の「月」を表しています。

※表現の仕方は複数あります。

①立てて前に向けた左手の平に右手親指をあてる。
②右手２指の輪を左胸にあてる。

☆①は、拇印を押す仕草で表して
　います。
☆②は、名札を表しています。

※表現の仕方は複数あります。

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援

手
引
き
講
習

　　　　　
開
催
し
ま
し
た

（その①）

（その②）

（その①）

（その②）

ふたりの

手話通訳者

紹介

手話通訳者
松　本　美　香

手話通訳者
山　﨑　加津子

私
は
「
ま
つ
も
と 

み
か
」
で
す
。

「
手
話
」
魅
力
あ
る
言
葉

聞
こ
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

笑
顔
で
手
話
で
あ
い
さ
つ
を
！

私
は「
や
ま
さ
き 

か
づ
こ
」で
す
。

手
話
通
訳
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
で
、
聴
覚
障
害
者
と

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
を
つ
な
げ

た
い
。
頑
張
り
ま
す
！

月曜日

ありがとう！アイ・ラブ・ユー！

世界共通手話

　

７
月
26
日
（
日
）、
千
々
石
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
橘
荘
に
お
い
て
、
手
引
き
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
や
当

事
者
約
30
名
が
参
加
し
、「
視
覚
障
害
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の

　
　
感
想

▼
講
習
の
意
義
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま

　

し
た
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
ご

　

飯
の
量
も
味
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
目
の

　

大
切
さ
を
今
一
度
感
じ
ま
し
た
。

▼
講
習
を
受
け
る
ま
で
は
「
そ
の
時
に
な

　

る
と
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
ま
し

　

た
が
、
実
際
に
当
事
者
の
方
の
手
引
き

　

を
体
験
し
て
み
る
と
難
し
く
焦
っ
て
し

　

ま
い
ま
し
た
。

▼
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ

　

イ
ン
を
見
か
け
た
ら
お
声
か
け
で
き
た

　

ら
と
思
い
ま
す
。

車の向きを
伝えることが重要

表紙の
写真

講師
山口千絵子さん

雲仙市における手話通訳者は、雲仙市福祉事務所に常駐しています。
手話通訳が必要な方は市役所の手続き・医療機関受診・地域活動な
ど、生活のさまざまな場面でサポートを受けることができます。



　
◆ 

池
　
田
　
栄
　
治　

様　

船
津

　
　
　
　

故 

池
田
ツ
ヤ
子　

様

　
◆ 

樫
　
澤
　
公
　
昭　

様　

西
岩
戸

　
　
　
　

故 

樫
澤　

勇
作　

様

　
◆ 

永
　
尾
　
達
　
治　

様　

夏
峰

　
　
　
　

故 

山
本
千
代
子　

様

　
◆ 

柿
　
山
　
澄
　
子　

様　

岩
戸

　
　
　
　

故 

柿
山　

博
己　

様

吾
妻
支
所

　
◆ 
田
　
中
　
東
　
洋　

様　

三
室
三

　
　
　
　

故 

田
中
エ
ミ
コ　

様

　
◆ 
宮
　
内
　
春
　
美　

様　

阿
母
崎
一

　
　
　
　

故 
山
﨑
サ
ナ
ヱ　

様

　
◆ 

立
　
山
　
繁
　
喜　

様　

萩
ノ
本

　
　
　
　

故 

立
山
千
代
美　

様

　
◆ 

稲
　
田
　
清
　
純　

様　

西
光
寺

　
　
　
　

故 

稲
田　

純
子　

様

　
◆ 

伴
　
　
　
耕
一
朗　

様　

山
田
馬
場

　
　
　
　

故 

伴　
　

幸
信　

様

　
◆ 

園
　
田
　
照
　
美　

様　

田
之
平

　
　
　
　

故 

園
田　

博
昭　

様

　
◆ 

千
　
上
　
和
　
義　

様　

大
木
場

　
　
　
　

故 

千
上
ヤ
ス
ヱ　

様

　
◆ 

宮
　
﨑
　
栄
　
子　

様　

田
川
原

　
　
　
　

故 

宮
﨑　

達
也　

様

愛
野
支
所

　
◆ 

田
　
中
　
元
　
弘　

様　

桜
山

　
　
　
　

故 

田
中　

元
作　

様

　
◆ 

岩
　
岡
　
德
　
良　

様　

本
下

　
　
　
　

故 

岩
岡
マ
ス
エ　

様

　
◆ 

宮
　
本
　
俊
　
幸　

様　

八
幡

　
　
　
　

故 

宮
本　

ニ
美　

様

　
◆ 

馬
　
場
　
真
　
二　

様　

迫

　
　
　
　

故 

馬
場　

蔦
代　

様

　
◆ 

瀬
　
崎
　
久
美
子　

様　

新
崎

　
　
　
　

故 

瀬
崎　

拓
男　

様

　
◆ 

荒
　
木
　
喜
八
郎　

様　

本
町

　
　
　
　

故 

荒
木　

徹
美　

様

千
々
石
支
所

　
◆ 

吉
　
賀
　
　
　
修　

様　

白
津

　
　
　
　

故 

吉
賀　
　

徹　

様

　
◆ 

神
　
谷
　
圭
　
子　

様　

寺
ノ
元

　
　
　
　

故 

神
谷　

睦
夫　

様

　
◆ 

尾
　
﨑
　
統
　
人　

様　

中
町

　
　
　
　

故 

尾
崎　

静
代　

様

　
◆ 

平
　
山
　
ひ
ろ
み　

様　

日
ノ
田

　
　
　
　

故 

平
山　

和
彦　

様

　
◆ 

永
　
岡
　
藤
　
仁　

様　

下
石
田

　
　
　
　

故 

岩
永　

末
市　

様

　
◆ 

脊
　
川
　
政
　
子　

様　

瀬
々
尾

　
　
　
　

故 

脊
川　

亀
史　

様

小
浜
支
所

　
◆ 

荒
　
木
　
一
　
伸　

様　

原
区

　
　
　
　

故 

荒
木　

辰
男　

様

南
串
山
支
所

　
◆ 

冨
　
永
　
正
　
明　

様　

田
ノ
平

　
　
　
　

故 

林
田
ハ
ル
ミ　

様

　
◆ 

増
　
田
　
亀
　
治　

様　

西
浜

　
　
　
　

故 

増
田　

三
好　

様

　
◆ 

永
　
田
　
恵
美
子　

様　

西
浜

　
　
　
　

故 

永
田　
　

董　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
同

意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

7月 31日

令和8年

6月 1日
～

ありがとうございました
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一
般
寄
附

本
部

　
◆ 

視
覚
障
が
い
者
ひ
ま
わ
り
会　

様

吾
妻
支
所

　
◆ 

守
山
馬
場
松
葉
老
人
会　

様

　
　
香
典
返
し
寄
附

国
見
支
所

　
◆ 

松
　
本
　
ヤ
エ
子　

様　

北
下
原
東

　
　
　
　

故 

松
本　

和
博　

様

　
◆ 

汐
　
﨑
　
郁
　
次　

様　

北
下
原
東

　
　
　
　

故 

汐
﨑　

正
子　

様

　
◆ 

吉
　
田
　
庸
　
子　

様　

轟
木

　
　
　
　

故 

吉
田　

利
吉　

様

　
◆ 

島
　
田
　
慎
　
也　

様　

馬
場
第
一

　
　
　
　

故 

島
田　

英
也　

様

　
◆ 

下
　
岸
　
由
美
子　

様　

北
下
原
西

　
　
　
　

故 

下
岸　

太
道　

様

　
◆ 

西
　
岡
　
敏
　
子　

様　

川
西

　
　
　
　

故 

西
岡　

和
義　

様

　
◆ 

中
　
村
　
ハ
ル
ヨ　

様　

下
古
賀

　
　
　
　

故 

中
村　

五
良　

様

　
◆ 

芝
　
田
　
文
　
雄　

様　

今
出

　
　
　
　

故 

芝
田　

洋
子　

様

　
◆ 

村
　
里
　
京
　
子　

様　

川
原
田

　
　
　
　

故 

村
里　

和
喜　

様

瑞
穂
支
所

　
◆ 

松
　
坂
　
み
つ
え　

様　

船
津

　
　
　
　

故 

松
坂　

正
孝　

様

　
◆ 

土
　
井
　
千
佐
子　

様　

東

　
　
　
　

故 

前
田　

ふ
み　

様

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス

　　
吹
き
矢
教
室
案
内

▼
日
時

　
　
９
月
30
日
（
水
）

　
　
10
月
14
日
（
水
）

　
　
10
月
28
日
（
水
）※

　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

　
　

小
浜
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

　
　

※

10
月
28
日
（
水
）
の
み
小
浜
公
会
堂

▼
対
象
者
　
60
歳
以
上
（
定
員
21
名
）

▼
申
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

▼
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　
　

事
業
企
画
課

　
　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

ご案内
●ボランティア活動保険●

事業企画課　0957-37-2855

ご案内
●ボランティア活動保険●

事業企画課　0957-37-2855

ボランティア活動中のケガや賠償事
故を補償し、安心して活動できるよ
う支える保険制度です。
災害ボランティアでも対象になりま
す。被災地での活動に行かれる場合
　　　　　は、事前加入をお願いし
　　　　　ています。加入は本会本
　　　　　部もしくは各支所か WEB
　　　　　からどうぞ。

ボランティア活動中のケガや賠償事
故を補償し、安心して活動できるよ
う支える保険制度です。
災害ボランティアでも対象になりま
す。被災地での活動に行かれる場合
　　　　　は、事前加入をお願いし
　　　　　ています。加入は本会本
　　　　　部もしくは各支所か WEB
　　　　　からどうぞ。

https://www.saigaivc.com/insurance/


社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
http://unzenshakyo.net/

〒854-0405
長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
 TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564

国見支所　　TEL 0957-78-0596　瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071　千々石支所　TEL 0957-37-2755　小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143

先着順で予約を受け付けていますので、お早めにご予約ください。
弁護士が抱えている案件の都合上、相談を受けることができない場合もあります。

雲仙市社会福祉協議会

広報誌に掲載した写真を差し上げます。本会（0957-37-2855）までご連絡ください！
※対象外の写真もあります。

生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。弁護士相談のご案内

小浜
老人福祉センター

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

JAガソリン
スタンド ■

ココ

-小浜支所-
雲仙市小浜町北本町14番地3

0957-75-0620

瑞穂
安全・安心ステーション

-瑞穂支所-
雲仙市瑞穂町西郷辛1053番地5

0957-77-3670

▼

令和８年10月 7日（水）
担当弁護士

曽場尾　雅宏　先生

南串山
保健福祉センター

-南串山支所-
雲仙市南串山町乙2番地15

0957-88-2143

▼

令和８年12月 9日（水）
担当弁護士

宮木　　光　先生
▼

令和８年９月２日（水）
担当弁護士

宮木　光　先生

千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所

すこやかランド

ふれあい広場

←諫早方面

島原方面→

○

○

○

○■
ココ

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル

←南島原方面

諫早方面→

○■

ココ

講師：江東愛子　氏
　　　NPO 法人いしだたみ・認知症行方不明者家族等の支え合いの会
　　　代表理事

助け合い、支え合いで育む福祉のまちづくり

令和 8年 9月 12 日（土）9:30 ～
吾妻町ふるさと会館

「帰りを待つ日々の中で
　～長期行方不明者家族の思いと、
　　地域で支え合う福祉のまちづくり～」

第 12 回

雲仙市社会福祉大会

に
じ

NO
.135

本
会
広
報
誌
「
に
じ
」
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
、
寄
附
金
や

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

2026

参加
無料

　タイムテーブル

 9:30 ～　　受付
10:00 ～　　式典
10:40 ～　　記念講演
12:00　　　閉会

NPO 法人いしだたみ・認知症行方不明
者家族等の支え合いの会代表理事。
2023 年 4 月に認知症の父親が行方不
明となった経験を持つ当事者。
2024 年に全国初の当事者家族会を設
立され、孤立しやすい家族の支援や
実態発信を行われている。

　　　 講師プロフィール

http://unzenshakyo.net/
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